
議
案
第
52
号

　
こ
の
手
当
の
支
給
実
績

は
と
の
質
疑
に
対
し
て
、

こ
の
特
例
の
支
給
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
と
の
答
弁

で
し
た
。全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
54
号

　
継
続
審
査
と
な
り
ま
し

た
。

議
案
第
74
号

　
溜
め
池
が
な
く
な
る
こ

と
に
よ
る
、
安
全
担
保
は

と
の
質
疑
に
対
し
て
、
排

水
等
安
全
の
担
保
は
、
開

発
要
件
の
中
で
の
条
件
づ

け
契
約
要
件
と
な
り
ま
す

と
の
答
弁
で
し
た
。
溜
め

池
と
し
て
の
経
過
は
と
の

質
疑
に
対
し
て
、
令
和
元

年
に
溜
め
池
を
使
わ
な
く

な
り
、
そ
の
用
途
廃
止
届

が
提
出
、
令
和
５
年
に
民

間
企
業
に
譲
渡
し
た
い
と

の
事
か
ら
、
旧
慣
使
用
権

付託案件　４件

総務常任委員会

付託案件　２件

福祉教育
常任委員会

　
議
員
定
数
と
議
員
報
酬

に
つ
い
て
審
査
を
し
ま
し

た
。

　
湖
南
市
議
会
の
変
遷
経

議
案
第
55
号

　
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
促

進
と
施
設
利
用
拡
大
の
た

廃
止
の
届
出
と
の
答
弁
で

し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
75
号　

　

旧
慣
使
用
権
の
廃
止

（
追
認
）に
つ
い
て
、
必
要

な
議
決
が
取
れ
て
い
な
い

か
の
チ
ェ
ッ
ク
は
と
の
質

疑
に
対
し
て
、
全
て
の
検

証
は
出
来
て
い
な
い
現
状

で
す
。
今
後
は
、
旧
慣
使

用
権
の
補
償
金
の
支
払
い

を
す
る
際
、
議
決
結
果
を

添
付
す
る
形
を
、
考
え
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
現
在

地
籍
調
査
業
務
が
順
次
実

施
中
で
あ
り
、
不
明
瞭
な

村
中
名
義
の
土
地
に
公
共

施
設
が
あ
る
場
合
は
、
過

去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
対
応

し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁

で
し
た
。全

員
賛
成
で
可
決

め
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

内
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
房
と

研
修
室
の
使
用
を
無
料
と

し
て
き
た
が
、
施
設
使
用

料
適
正
化
指
針
と
受
益
者

負
担
の
原
則
か
ら
使
用
を

有
料
と
し
た
い
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
56
号

　
新
た
に
地
区
計
画
制
度

を
活
用
し
た
開
発
事
業
の

申
し
出
が
あ
り
、
菩
提
寺

広
野
地
区
地
区
整
備
計
画

区
域
の
追
加
を
行
う
も
の

で
す
。
地
域
は
、
商
業
地

域
と
住
宅
地
域
か
ら
な
り
、

地
盤
や
排
水
等
に
つ
い
て

は
、
住
宅
用
地
の
地
盤
は

１
ｍ
か
さ
上
げ
し
、
地
域

全
体
で
４
か
所
の
調
整
池

を
つ
く
る
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。全員

賛
成
で
可
決

議
案
第
76
号

市
道
３
路
線
の
認
定
に
つ

い
て

全
員
賛
成
で
可
決

請
願
第
２
号

反
対
討
論

　
消
費
税
の
取
り
扱
い
を

透
明
す
る
た
め
に
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
は
必
要
で
す
。

団
体
等
の
要
望
や
提
言
を

踏
ま
え
て
各
種
補
助
金
も

議
案
第
53
号

議員定数と報酬等
について

議会改革推進
特別委員会

産業経済
常任委員会

付託案件　４件

　
湖
南
市
石
部
図
書
館
を

令
和
６
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
廃
止
す
る
と
い
う

条
例
改
正
で
あ
る
が
、
今

後
の
進
め
方
に
つ
い
て
、

様
々
な
観
点
か
ら
説
明
が

あ
り
、
整
理
し
て
明
確
に

し
た
上
で
時
間
を
取
り
、

よ
り
議
論
が
必
要
で
あ

る
等
の
理
由
か
ら
、
再
度
、

行
政
に
答
弁
を
求
め
る
こ

と
と
し
、
全
員
賛
成
で
継

続
審
査
と
決
し
ま
し
た
。

請
願
第
３
号

　

Ｐ
７
掲
載

　
福
祉
教
育
常
任
委
員
会

で
賛
成
多
数
で
採
択

　
本
会
議
で
賛
成
多
数
で

採
択
さ
れ
、
委
員
会
か
ら

意
見
書
を
最
終
日
に
提
案

し
、
賛
成
多
数
で
可
決

拡
充
さ
れ
、
予
定
通
り
制

度
移
行
を
実
施
す
べ
き
。

賛
成
討
論

　
免
税
事
業
者
や
小
規
模

の
事
業
者
に
と
っ
て
、
事

務
負
担
や
取
引
先
の
対
応

で
の
税
負
担
な
ど
、
中
小

事
業
者
を
守
る
と
い
う
観

点
か
ら
賛
成
。

賛
成
少
数
で
不
採
択

閉
会
中
の
調
査
報
告

〇�

所
管
事
務
調
査（
８
月

８
日
）現
地
踏
査

・�

じ
ゅ
ら
く
の
里
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場

・�

Ｈ
Ａ
Ｔ　

施
設
の
活

用
・
稼
働
状
況
と
、
農

園
の
野
菜
等
栽
培
収
穫

と
計
画
・
販
売
等
に
つ

い
て

緯
に
つ
い
て
、
委
員
外
議

員
と
し
て
森
淳
議
員
を
招

聘
し
聴
取
を
行
い
ま
し
た

と
こ
ろ
、
合
併
時
は
両
町

あ
わ
せ
て
定
数
36
人
、
そ

の
後
随
時
減
少
し
平
成
25

年
か
ら
現
行
の
定
数
18
人

に
な
っ
た
こ
と
、
報
酬
に

つ
い
て
は
合
併
時
25
万
４

千
円
、
平
成
19
年
に
28
万

円
、
平
成
25
年
に
は
一
度

否
決
の
あ
と
35
万
円
と
な

っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
人
口
５
万
～

６
万
人
の
市
の
全
国
平
均

は
、
定
数
19
人
、
報
酬
約

37
万
７
千
円
で
、
本
市
は

い
ず
れ
も
平
均
を
下
回
っ

て
い
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
定
数
と
報
酬

に
つ
い
て
適
切
で
あ
る
、

増
加
す
べ
き
、
減
少
す
べ

き
と
い
う
意
見
が
出
ま
し

た
が
合
意
見
解
は
な
く
、

今
秋
改
選
す
る
委
員
会
に

て
審
査
を
引
き
継
ぐ
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

湖南市議会だより11

湖
南
市
議
会
だ
よ
り

委
員
会
報
告


